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※このセンターだよりで紹介した研究会、研修、教育フォーラムに関するお知らせは、改変しない限り、自由に

複写、配布していただいて結構です。 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊コンテンツ一覧＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

■「令和５年度 期間採用者等研修（教師力スキルアップ研修）」 

― 山梨県教育委員会・山梨大学連携事業 ― の報告 

■「子どもと教師の成長を結ぶ 教育評価研修会」のご案内  

■「ICT支援学生募集」のご案内 

■８・９月の主な行事予定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 
                                       
これまでのセンターだよりの一部は、https://www.edu.yamanashi.ac.jp/aepc/2306/ で見ることができます。 
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■「令和５年度 期間採用者等研修（教師力スキルアップ研修）」 

― 山梨県教育委員会・山梨大学連携事業 ― の報告 

  

研修の機会が充分でない期間採用教職員等や教育に関する実践力を高めたい教員志望学生・院生を対象に、教

育に関する基本的な理念、教職についての基本的な知識、さらには実践的指導力を身に付けるための研鑽の在

り方等といった内容を主とした研修を開催しました。 

 連携する山梨県教育委員会には、講師のご推薦や案内状の県下全校への配布等、多岐にわたりご協力をいただ

きました。 

 次に紹介する参加者アンケートのとおり、好評のうちに研修を結ぶことができました。 

 

 

１ 実施日時   

令和４年５月２０日（土） ８：３０～１２：３０ 

 

２ 実施方法・会場 

対面およびオンラインによるハイフレックス方式で開催（Ｍ-１１教室他） 

 

３ 実施概要 

８：３０～ ８：５０ 受付（オンライン入室許可） 

 

   ８：５０～ ９：００ 開会行事 山梨大学教育学部附属教育実践総合センター長 挨拶 等 

 

９：００～１０：００ 研修１（全体研修） 

「特別な支援が必要な児童生徒も含めた人間関係づくり」 

北畑 貴美（きたはた あつみ）先生  小林 ゆかり（こばやし ゆかり）先生 

教育庁特別支援教育・児童生徒支援課 副主幹・指導主事 

 

１０：１０～１１：１０ 研修２（教科等指導法研修） 

「児童・生徒をひきつける授業の工夫」 

小学校  小林 紀浩（こばやし のりひろ）先生 白根巨摩中学校 教頭 

中学校  櫻井 順矢（さくらい じゅんや）先生  船津小学校   教頭 

高等学校 大須賀 和浩（おおすが かずひろ）先生 甲府南高等学校 教頭 

 

１１：２０～１２：２０ 研修３（学級経営研修） 

「児童・生徒理解と学級・ホームルームづくりのヒント」 

小学校  村田 利恵（むらた りえ）先生  甲陵中学校 教頭 

中学校  三枝 寛康（さえぐさ ひろやす）先生 石和中学校 教諭 

高等学校 髙鳥 亮太（たかとり りょうた）先生 山梨県産業労働部労政人材育成課 主幹 

 

１２：２０～１２：３０ 閉会行事  
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４ 参加者の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者アンケートより（一部） 

 

 

 

○とてもわかりやすい講義でした。春から教員になり、まだまだ分からないことが多く、不安な中でしたが、

講義のおかげで不安が和らいだように感じます。「困った子は困っている子」を常に頭において、これから

も子どもたちと関わるよう心掛けていきたいと思います。ありがとうございました。 

○児童を惹きつけるとはどのようなことか、そしてそのための教師の手立てについて深く学ぶことができま

した。惹きつけられる授業を今後つくっていけるように、これからも研究を重ねていきたいと思います。 

○ちょっとした手遊び、早速取り入れたいと思いました。最近、自分の弱みが多く見えていたのですが、自

分の強みも見つめて、なりたい自分を思い描きながら、努力していこうと勇気づけられました。 

○教師としてどのように児童と関わるか、授業の作り方などのアイディアをたくさん知ることができまし

た。現場の先生ならではのお考えや知見を学びとても得るものが大きかったです。 

○今回の研修を通して、改めて教師として必要なこと、生徒の実態を理解した上で生徒と関わる必要がある

ことを学ぶことができました。これからも一人前の教師に少しでも早くなれるように努力していきたいと

感じました。ありがとうございました。 

 

対面 オンライン 対面 オンライン 対面 オンライン

小学校(M11) 16名 15名 15名 12名

中学校(N22) 3名 8名 3名 7名

高等学校(N24) 5名 13名 4名 10名

計 62名 51名60名

研修１ 研修２ 研修３

全体研

修

(M11)

24名 38名
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■「子どもと教師の成長を結ぶ 教育評価研修会」のご案内 
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■「ICT支援学生募集」のご案内 
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■８・９月の主な行事予定 

 

 


